
 

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の整備に関する有識者会議（第 18 回） 

議 事 概 要 

令和８年 3 月 30 日（月） １５：００～１７：００ 

於：中央合同庁舎２号館１階共用会議室 2A・2B 

 

○  事業費の精査を進めるべく、各工区において想定されるリスク毎の発

生度に応じて、どのように事業費に計上するか等について議論を行った。 

 

○  また、札樽トンネルの札幌工区について、シールドマシンのビットの

状況を踏まえて、当初計画していなかったビット交換の必要が生じてお

り、凍結工法によりビットを交換する計画であるとの報告を受け、工程

への影響について議論を行った。引き続き、工程への影響を検討すると

ともに、試験掘進の状況等を確認しつつ、原因についての検討を深度化

する必要がある。 

 

○  その上で、本有識者会議の中間とりまとめに向けて、中間とりまとめ

骨子の案について議論を行った。 

 

○  次回の会議においては、引き続き、最新の状況を踏まえて事業費の精

査を行った上で、中間とりまとめ案について議論を行う。 

以上 


